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【各試合の結果・詳細】
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安岡　裕美子

　天理大学ベアーズのセンターパスで試合が開始された。先制したのは東海学院大学。９分、ＦＨから
＃１１小沢の右からのパスをＦＷ＃９永井が合わせ、シュートを決めた。その後、お互いに攻め込むが
決め手を欠き、得点できず、１－０で前半を折り返した。
　後半に入っても中盤での激しいつぶし合いが続き、お互い得点に結びつかない。追いつきたい天理
大学は、ＰＣを２本得るも得点できず、そのまま１－０で東海学院が逃げ切った。
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　立ち上がりから試合を優位に進める山梨学院ＣＲＯＷＮＩＮＧ　ＧＬＯＲＩＥＳは４分、相手２３ｍ付近のＦ
ＨからＦＷ＃７山田がセルフパスから持ち込みリバースシュートを決め、先取点を挙げた。１７分には、
ＰＣからＦＢ＃１伴田がシュートを決め、２－０とリードを広げ、前半を終えた。
　後半に入ると立命館大学ホリーズも攻勢に出る。４０分、ＦＨから山梨学院ＤＦのトラップミスを誘い、
ＦＷ＃４上田が押し込み１点差とした。一方、山梨学院は、直後にＰＳを取るが、ポストに嫌われリズム
に乗ることが出来ない。粘り強く守る立命館大は６０分、ＰＣからパスを回し、ＭＦ＃１７一谷のタッチ
シュートで同点に追いつく。勢いに乗った立命館大は、６７分センターリングから＃１７一谷がシュートを
決めて逆転した。山梨学院も直後の６８分、相手ＤＦのミスから得たＰＣをＦＷ＃９浦島が確実に決め同
点に追いつき、３－３の引き分けで試合が終了した。

アンパイア
我妻　順子

４０分上田、６０分一谷、６７分一谷

鈴木　茂明
テクニカルオフィサー

４分山田、１７分伴田、６９分浦島

ジャッジ 野澤　光代
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君島　恵美
浅野　久雄

　昨年度の日本リーグプレーオフ決勝戦と同カードの対戦である。試合開始直後から展開の早い、目
の離せない一戦となった。先制点はソニーＨＣ　ＢＲＡＶＩＡ　Ｌａｄｉｅｓ。１５分、ＰＣからＦＢ＃４村上が決
めた。その後は一進一退のゲームのまま、前半を１－０で折り返した。
　後半に入り、コカ･コーラウエストレッドスパークスもペースを握り始め、再三ＰＣを取るが、決定打が
なく、また、ＳＯＮＹのＤＦ陣の好セーブにも阻まれ、得点を奪うことが出来ない。逆に、ＳＯＮＹは、終了
間際の６７分、＃１２藤尾が折り返したパスをＭＦ＃１９飯村がタッチシュートを決め、決定的な２点目を
奪い、その後のＣＣＷＲの攻撃を押えて２－０で勝利した。
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南都銀行 ９分植田、１９分東

24 3 勝2 勝 0 分

　試合開始直後からグラクソ・スミスクライン陣内に深く攻め込む南都銀行は９分、左側ＦＨから＃８爲
藤のパスをＦＷ＃７植田がゴール右上に決め先制した。グラクソも１８分、＃８片峯からの左からのパ
スをＦＷ＃１５小沢がスライディングタッチシュートを決め同点とした。しかし、直後の１９分、南都銀行Ｐ
Ｃの攻撃からＦＷ＃５東が押し込んで勝ち越し、南都銀行リードのまま前半を終了した。
　後半に入って、互いに相手サークルに攻め込むが、チャンスをものにすることが出来ない。両チーム
ともＰＣを生かしきれず、後半は無得点のまま２－１で南都銀行が逃げ切った。
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